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多彩なライフスタイルを描くまち 真庭
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煙ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ３０〜

真庭高校久世校地の食品科学科の生徒８人が商店街の活
性化にチャレンジ。１１月１９日に久世のフリースペース風
曜日で、１日限定のカフェをオープンしました。試行錯
誤の末に考案したジビエ料理を提供し、新たな活性化の

風を吹かせました。（３１ページに関連記事）

地域資源で活性化をしよう

山からの贈り物はいかが？



　

２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
日
本
の
人
口
減
少
は
今
ま
で

以
上
に
進
行
し
、２
０
４
０
年
に
は
約
１
億
８
０
０
万
人
と

な
り
、
そ
の
後
毎
年
１
０
０
万
人
ず
つ
減
少
し
て
い
く
と
い

う
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、地
方
消
滅

　
　

そ
ん
な
言
葉
が
話
題
に
な
り
、
消
費
や
労
働
力
の
低
下

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
平
成　

年　

月
に

２６

１２

人
口
確
保
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
。５
カ
年
の
国
全
体
の
戦
略
を
示
し
、

「
地
方
創
生
」
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
地
方
自
治
体
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
真
庭
市
が
今
年
度

策
定
し
た
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

写真：鹿地子のヒノキ（佐引）

　国立社会保障・人口問題研究所

（以下、社人研）の推計では、２０４０
年の真庭市の総人口は、現在から

約４割減の約３２，０００人になると予
測されています。「生産年齢人口の

減少」による地域経済規模の縮小、

「高齢人口の増加」による社会保障

費の増大、さらには人口減少に伴

う地方交付税の減少などを招くと

考えられています。

真庭市の人口は
 ４ 割減と推計されています
〜２０４０年には約３２， ０００人に〜  

真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

里
山
資
本
主
義
真
庭   

未
来
へ
の
挑
戦
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社人研推計値 真庭市目標値

転入 転出 流出入
島根県 39 27 12
大阪府 161 153 8
兵庫県 111 103 8
徳島県 13 6 7
群馬県 9 2 7

鳥取県 71 83 -12
京都府 34 46 -12
広島県 54 77 -23
東京都 55 78 -23
山口県 9 37 -28

流入

流出

■真庭市と県外との人口移動状況
　（2012～2013年の２年間の合計）　単位：人

…

真庭市の将来人口の見通し

真庭市 岡山県
1983～87 2.06～2.24※ 1.88
1988～92 2.02～2.18※ 1.67
1993～97 1.88～2.16※ 1.56
1998～02 1.76～2.05※ 1.5
2003～07 1.75 1.42
2008～12 1.73 1.49

■真庭市の出生率

39.3％高齢人口
13,391人

人口構造バランスをほぼ一定とすることによる社会の活性化と持続可能な地域（まち）の実現
　人口減少社会の中で、将来にわたって、現役世代が安定して子育てをし、熟年者を支えることのできる
　人口構造を維持することを目標とします。
人口構造バランスの長期的な安定化を目指す
　年少人口（０～14歳）　　　　　 ▼12%前後
　生産年齢人口（15～64歳）　　　 ▼50%前後
　高齢人口（65歳～）　　　　　　 ▼40%前後
　出産年齢女性人口（15～49歳）　 ▼15%前後

真庭市の目指すべき将来人口のあり方

2040年の人口34,044人
４区分人口構成

48.6％

12.1％年少人口
4,110人

生産年齢人口
16,543人

生産年齢女性人口
5,050人 14.8％

※合併前の各地区の最低と最高

（人）

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」

※真庭市独自推計

出典：岡山県「人口動態保健所・市区町村別統計」
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の
状
態
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
・
生
活
環
境
が
充
実
し
た
地
域
へ
の
転

出
が
続
い
て
い
る
一
方
、
関
西
圏
（
大
阪

府
・
兵
庫
県
）
か
ら
の
転
入
が
超
過
し
て

い
る
と
い
っ
た
実
態
も
あ
り
ま
す
。

２
０
４
０
年
の
人
口
を
３
万
４
千
人
に

　

今
後
、
地
域
の
活
力
を
維
持
・
成
長
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
構
造
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、
真
庭
市
で
は
現
状
を
詳
し
く
分
析

し
、
将
来
人
口
の
あ
り
方
を
ま
と
め
ま
し

た
。
出
生
率
の
上
昇
と
若
者
や
子
育
て
世

代
の
転
入
促
進
・
転
出
抑
制
を
進
め
る
こ

と
で
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
し
、
２
０
４

０
年
の
人
口
３
万
４
千
人
を
達
成
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
戦
略

が
、
今
年
度
策
定
し
た
「
真
庭
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
な
り

ま
す
。（
４
助
以
降
で
紹
介
）

自
然
減
と
社
会
減（
転
出
超
過
）が
続
く

　

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
「
自
然
減
」

は
、
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
真
庭
市
の
合
計
特
殊
出
生
率（
以

下
、
出
生
率
）
は
、
全
国
や
岡
山
県
と
比

べ
て
高
め
と
は
い
え
減
少
傾
向
で
、
死
亡

数
と
の
差
は
開
い
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
一
方
、
社
会
動
態
で
は
、
進
学
や
就

職
時
の
転
出
と
、
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
る

転
入
が
真
庭
市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、　

代
後
半
か
ら　

１０

２０

代
前
半
で
の
転
出
が
全
転
出
者
の
う
ち
約

　

諸
で
あ
る
の
に
対
し
、　

代
後
半
で
Ｕ

３２

２０

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
く
る
の
は
全
転
入

者
の
う
ち
約　

諸
と
低
調
で
、
転
出
超
過

１７

真
庭
市
の
人
口
を
見
通
す

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

真
庭
市
の
将
来
を
描
く
た
め
の
基
礎

と
な
る
の
が
人
口
で
す
。
そ
の
現
状
を

見
て
、
真
庭
市
の
目
指
す
べ
き
人
口
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



案
提

言
提

雇用
創出

年
青
、
出
創
の
事
仕
な
質
良

た
の
加
増
の
数
者
用
雇
の
層

み
組
り
取
の
め

子育て
教育

子
、
加
増
の
者
若
や
も
ど
子

め
た
る
な
く
す
や
し
が
て
育

み
組
り
取
の

交流
定住

の
庭
真
、
き
が
み
宝
の
域
地

策
施
住
定

都市
づくり

課
と
さ
か
豊
す
ら
暮
で
落
集

め
た
る
え
支
を
し
ら
暮
、
題

ち
た
か
の
ち
ま
の

生
校
高

も
ら
か
れ
こ
、
か
い
た
き
て

か
い
た
け
続
み
住

まち・ひと・しごと創生市民会議

グループごとにテーマを決めてワークショップを開催

創生本部

具体的な
政策案を作成

部会

報告

子育て・教育

交流・定住

都市づくり

雇用創出
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４
分
野
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
市
民
意
見
を
ま
と
め
る

　

真
庭
市
で
は
、
総
合
戦
略
の
策

定
に
当
た
っ
て
、
市
民
参
加
の
場

で
あ
る
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
市
民
会
議
」
を
４
月

　

日
に
結
成
。
施
策
の
テ
ー
マ
を

３０「
雇
用
創
出
」「
交
流
・
定
住
」「
子

育
て
・
教
育
」「
都
市
づ
く
り
」
の

４
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
３
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
５
カ
月
に
わ

た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
市
か
ら

の
呼
び
掛
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
・
年
齢
の
人
が
集
ま
り
、
高
校

生
も
多
数
参
加
。
別
に
開
か
れ
た

高
校
生
の
市
民
会
議
も
含
め
て
、

述
べ
４
６
８
人
が
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
市
民
会
議
で
ま

と
め
ら
れ
た
意
見
は
「
提
言
書
」

と
な
り
、
総
合
戦
略
の
施
策
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

市
民
参
加
で
ま
ち
の
未
来
を
描
く

  
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
市
民
会
議

　

真
庭
市
の
総
合
戦
略
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
市
民
参
加
の
場
と
な
っ
た
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
市
民
会
議
」
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
の
様
子
と
参
加
し
た
人
た
ち
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

策定プロセス

ワークショップではグループごとに意見をまとめ発表

※策定にあたっては、市議会への報告、有識者の意見聴取やパブリックコメントなどを経て創生本部で決定しています。

　策定に向けた組織として、１月１４日に、市長を本部長とする庁内組織「真庭市まち・ひ
と・しごと創生本部」を設置。４つの部会で作った具体的な政策案を「市民会議」に提案
し、そこでの意見交換・提言を経て総合戦略を策定しました。
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　市民会議は、人の話を聞く

だけじゃなくて、意見を気軽

に発言できる雰囲気でした。

地域をよくしていくために

は、そんな場があることが大

切なんでしょうね。市のワー

クショップにはここ２年ほど
参加していますが、人とのつ

ながりもできて、真庭や他の

地域の市民活動にも興味を持

つようになりました。自分に

できることがあれば、積極的

にやっていこうと思います。

 星  野 　 航 さん（勝山）
ほし の わたる

気
軽
に
発
言
で
き
る
場
、そ
れ
が
大
切
な
ん
で
し 
ょ 
う
ね

　職場の同僚に背中を押され

て参加しました。途中からだ

ったので少し戸惑う面もあり

ましたが、それまで年齢の離

れた人と話をする機会もあま

りなかったので刺激を受けま

した。自分たちの年代がちょ

っと少なくて「自分が出て意

見を言わなきゃ」と続けて参

加しました。これからの時代

を担う私たちが、もっと積極

的に発言してまちづくりに関

わらないといけませんね。

 三  村  弥  生 さん（久世）
み むら や よい

若
い
人
が
も
っ
と
参
加
し
て
発
言
し
な
い
と

　いろんな人の意見に触れ、

行政がやろうとしていること

を肌で感じることができ、と

ても貴重な経験をさせていた

だきました。まだ知らないこ

とや、改めて認識できること

がたくさんありました。市民

会議のように、自分の意見や

思いを言える機会があれば、

また参加してもいいかなと思

っています。どうせ住むのな

ら、楽しくて活気のある真庭

であってほしいですから。

 石  井  宏  和 さん（宮地）
いし い ひろ かず

ど
う
せ
住
む
な
ら
楽
し
く
て
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

市民会議に参加して

高校生から大人まで幅広い年齢や職種の人が参加し意見を交わしました

勝
山
高
校
で
も「
地
方
創
生
」

　

勝
山
高
校
で
は
５
月　

日
、
総

２７

合
学
習
の
授
業
で
地
方
創
生
を
学

ぶ
授
業
を
実
施
。
市
職
員
が
総
合

戦
略
の
目
的
や
考
え
方
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　市民と行政が一体となって総合戦略を推進す

るため、１０月６日に旧遷喬尋常小学校で「まち・
ひと・しごと創生推進大会」が開催されました。市

民約１５０ 人が参加し、総合戦略の内容を確認。市
民会議を代表して自営業の池本浩二さんと真庭

高校３年の宮本直樹さんが決意表明をしました。

目標の達成に向け推進大会を開催

総合戦略の達成に向
けて決意表明を発表
する池本浩二さん



Ｃ

Ｄ Ａ

Ｐ

Ａ

Ｐ

・）価評（kcehC、はとムテスシシＤＰＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＣActioＡＡＡＡＡＡＡＡnＡＡＡＡＡＡ（改改善善）・Plan（計画）・Do（実施）
の４つの視点から、業務を継続的に改４つの４つの
善・実施していく手法のことです。真善・実
庭市では、この行政評価を厳格に実施庭市
し、総合戦略の進捗を客観的な指標で
検証・改善する仕組みを確立します。
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総
合
戦
略
は
、
第
２
次
真
庭
市
総
合
計
画

の
考
え
方
や
国
の
地
方
創
生
の
理
念
な
ど
を

勘
案
し
た
上
で
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域

活
性
化
に
直
接
的
に
効
果
が
見
込
ま
れ
る
分

野
に
絞
り
、
今
後
５
年
間
に
特
に
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

柱
と
な
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て

き
た
「
雇
用
創
出
」「
交
流
・
定
住
」「
子
育

て
・
教
育
」「
都
市
づ
く
り
」
に
、
行
政
分
野

の
課
題
の
「
広
域
連
携
」
を
加
え
た
５
分
野
。

そ
れ
ぞ
れ
の
柱
に
施
策
の
方
向
を
示
し
て
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
事
業
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
（
行
政
経

営
改
善
サ
イ
ク
ル
）
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
評
価

を
実
施
し
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

確
実
な
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

５
分
野
に
施
策
を
ま
と
め

人
口
減
少
抑
制
と

地
域
活
性
化
を
目
指
す

　

真
庭
の
未
来
を
描
く
総
合
戦
略
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
目
標
や
具
体
的
な
事

業
に
つ
い
て
、
分
野
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

雇
用
創
出

施策の方向①
真庭にしごとをつくり、
安心して働けるようにする

目標 ①雇用者数の増：５年間で２００人
②うち青年層の雇用者数の増：５年間で１００人

▼

葛 「真庭ライフスタイル」実現のための良質な雇用環境の創出
　・市内企業魅力発信事業
　・異業種交流事業（北房）　など

葛 「木を使い切る真庭」の創出
　・地元産木材の需要拡大のためのＣＬＴ普及に向けた取り組み
　・里山真庭の森林づくり推進事業　など

葛 「回る経済」実現のための地域資源を活用した魅力ある「しごと」創出
　・生ごみ資源化地域産業事業
　・地域振興組織が行う中和地域の地域振興支援（中和）
　・インバウンド対策事業
　・農業体験インターンシップ事業（蒜山）　など

具体的な施策と事業



 ０７Maniwa

子
育
て
・
教
育

施策の方向③
若い世代の結婚・出産・子育ての希望と
教育・社会福祉を地域で支える仕組みをつくる

目標 ①合計特殊出生率：５年後に１．９４を達成
②出産年齢女性人口割合：５年後に１５．１％を維持

▼

葛結婚の夢をかなえる（出会い・結婚）
　・ハッピーコンシェルジュ事業
　・いのちふれあい事業　など

葛 安心できる子育て支援
　・まにわ寄り合い事業
　・まにわおせっかい事業
　・多様な文化交流事業（地域交流事業）　など

葛子どもと大人を応援する教育支援
　・司書資格取得の支援、図書館の整備（本の香りがするまちづくり）
　・ＩＣＴ、ＭＩＴを活用した学習環境づくり事業
　・芸術アウトリーチ事業　など

具体的な施策と事業

交
流
・
定
住

施策の方向② 真庭への新しいひとの流れをつくる

目標
①転入者数：５年間で１００人増加　②転出者数：５年間で５０人減少
③交流人口：５年間で２２，０００人増加
④移住希望者の真庭市認知度：３年間で２７％→３０％

▼

葛地域振興事業：地域資源を生かした地域活性化
　・旧遷喬尋常小学校から商店街へにぎわいを運ぶ事業（久世）
　・中世式内八社の歴史をつなぐ事業（湯原）　など

葛 真庭市売り出し（シティプロモーション）の推進
　・まにぞうとＩＣＴを融合したプロモーション事業
　・「まにわらしさ」のある景観整備の検討　など

葛真庭市へ「おいでんさい」（市外の人に対する交流・定住促進事業）
　・都市と農山村をつなぐ相談窓口で悩みがスッキリ事業
　・女性のための移住相談とフォロー体制をつくる事業
　・交流定住拠点創出事業（美甘）　など

具体的な施策と事業



Maniwa ０８

広
域
連
携

施策の方向⑤ 地域と地域を連携する（広域連携の推進）

目標 ①連携中枢都市圏の形成

②地域間連携協約の締結

▼

葛地域連携による経済成長
　・建築構造材等へのCLTの活用促進
　・異分野異業種交流や製造業事業者間マッチングの実施
　・外国人観光客もターゲットとする岡山真庭周遊プランと２次交通の整備
葛地域連携による高次都市機能の集積
　・岡山市と真庭市を結ぶ主要道路の整備促進
　・高度医療、医師不足対策

葛地域連携による生活関連機能サービスの向上
　・ＥＳＤと水源の里シンポジウムの取り組みの発展的継承
　・公共施設の相互利用

具体的な施策と事業

都
市
づ
く
り

施策の方向④
時代に合った地域をつくり、
安心なくらしを守る

目標
①今後も真庭市に住み続けたい意志がある割合：８５％以上
②住民主体の事例（住民会社の設立・運営、拠点づくりなど）：５件
③公共施設・公有土地の有効活用事例：３０件
④市内公共交通への満足度：８０％以上

▼

葛だれもが生活しやすい都市づくり（都市基盤・機能向上）
　・落合中心部の活性化事業（落合）
　・サイクリングロードの整備
　・まにわくん（枝線）に代わる交通手段の活用検討

葛 豊かな暮らしを支える仕組みづくり（制度・人的仕組み）
　・土砂災害に対する安全な避難所の見直しと体制強化
　・熟年者がまちを支える仕組みづくり
　・自転車を活用した健康づくり推進事業

具体的な施策と事業



大
好
き
な
真
庭
だ
か
ら

み
ん
な
が
戻
っ
て
き
た
い
ま
ち
に

　

市
民
会
議
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
推
進
大
会
で
決
意
表
明
を
発
表

す
る
な
ど
し
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
真
庭
高
校

の
宮
本
直
樹
さ
ん
。
真
庭
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
の
先
生
に
「
行
っ
て
み
な

い
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
市
民

会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
危
機
感

と
い
う
と
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
小
学
校
の
こ
ろ
に
友
だ
ち

が
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
り
、
中

学
校
の
統
合
の
話
を
聞
い
た
り
し

て
い
る
う
ち
に
、
少
し
さ
み
し
い

気
持
ち
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
に
入
っ
て
か
ら
真
庭
全
体
の

こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て

「
真
庭
っ
て
い
い
な
、
好
き
だ
な
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
自
分
に
と
っ
て
、
市
民

会
議
は
と
て
も
有
意
義
な
場
で
し

た
。
大
人
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
将

来
に
つ
い
て
熱
く
語
る
姿
を
見

て
、
自
分
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人

生
の
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い

に
は
、
推
進
大
会
の
決
意
表
明
の

大
役
に
。
こ
れ
に
は
さ
す
が
に
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
話
を
い
た
だ
い

た
時
に
は
、
自
分
に
掛
け
ら
れ
て

い
る
期
待
を
感
じ
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
決
意
表
明
は
、
市
民

会
議
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
友

だ
ち
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、

み
ん
な
の
思
い
を
込
め
て
全
力
で

作
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
考
え

た
言
葉
が
少
し
で
も
真
庭
の
力
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
僕
は
自
分
な
り
の
将
来
を

見
つ
け
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
い

っ
た
ん
真
庭
を
離
れ
ま
す
が
、
戻

っ
て
き
て
お
店
を
開
く
の
が
僕
の

夢
で
す
。
い
や
、
夢
じ
ゃ
な
く
現

実
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
出
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
が
実
現
し
て
、
真

庭
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
戻
っ

て
き
た
い
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

真庭高校３年

 宮  本  直  樹 さん（美甘）
みや もと なお き



Maniwa １０

天の川こども園構造見学会

真庭産木材を使った新園舎を見学

美
甘
中
学
校
校
歌
を
収
録

母
校
の
校
歌
を
後
世
に

緊張の面持ちで校歌を歌う生徒

　
　

月　

日
、
美
甘
中
学
校
で
「
巻
き
起

１０

２４

こ
せ
美
甘
魂
〜
最
高
の
舞
台
を
〜
」
と
題

し
、
最
後
の
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
が
合
唱
や
合
奏
、
演
劇
を
披
露
。
最

後
は
、
今
年
度
で
閉
校
と
な
る
母
校
の
校

歌
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
生
徒
を
は
じ
め
、

地
域
の
人
も
参
加
し
全
員
で
校
歌
を
歌

い
、
そ
の
音
源
を
収
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
校
で
は
、
平
成　

年
３
月　

日
に
閉
校

２８

２６

式
を
行
う
た
め
、
卒
業
生
を
は
じ
め
、
開

校
以
来
勤
務
し
た
教
職
員
な
ど
、
多
く
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

岡山地方気象台職員に要望を伝える ４ 市長

県
北
４
市
で
気
象
台
へ
要
望

実
情
に
沿
っ 
た
情
報
提
供
を

　
　

月
４
日
、
真
庭
、
津
山
、
新
見
、
美

１１
作
の
４
市
長
が
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発

表
区
域
が
市
の
北
部
と
南
部
で
差
が
大
き

い
と
し
て
、
細
分
化
を
求
め
る
要
望
書
を

岡
山
地
方
気
象
台
へ
提
出
し
ま
し
た
。
現

在
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意
報
・
警

報
な
ど
の
対
象
は
原
則
、
市
町
村
単
位
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
域
が
南
北
に
広

い
市
の
実
情
に
沿
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

４
市
長
は
各
市
が
定
め
る
南
北
の
境
界
な

ど
を
考
慮
し
て
細
分
化
し
た
情
報
提
供
が

必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

建築中の遊戯室で担当者から説明を受ける参加者

　
　

月　

日
、
天
の
川
こ
ど
も
園
の
建
築
現
場
で
、
公

１０

２８

共
建
築
物
な
ど
で
の
木
材
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
行
政
関
係
、
設
計
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、

構
造
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約　

人
が
見
学
に
訪

６０

れ
、
建
築
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
、
遊
戯
室
な
ど
の
大

規
模
な
空
間
を
構
成
す
る
方
法
、
太
陽
熱
や
太
陽
光
と

い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備
の
説

明
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
同
こ
ど
も
園
は
、
市
内
で
製

材
か
ら
加
工
・
組
立
さ
れ
た
真
庭
産
の
木
材
を
を
使
用

し
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。



公
開
消
防
訓
練

消
防
署
と
消
防
団
が
連
携

発電所裏の斜面に向かい放水する消防団員

　
　

月
７
日
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

１１
で
公
開
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
発
電
所
社
員
と
真
庭
消
防
署
、

地
元
消
防
団
員
ら
約　

人
が
参
加
。
発
電

８０

所
タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
電
気
室
か
ら
出
火

し
、
逃
げ
遅
れ
た
社
員
が
い
る
と
想
定
し

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
発
電
所
社
員
が
通

報
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
を
行
っ
た
後
、

消
防
署
員
が
、
建
物
内
で
行
方
不
明
者
を

捜
索
。
全
員
の
安
否
を
確
認
後
、
消
防
団

員
が
ポ
ン
プ
車
か
ら
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て

放
水
訓
練
を
し
ま
し
た
。

動
     き

こんにちは！
から市 長 室

無謀な太平洋戦争からの教訓

　太平洋戦争前年の昭和１５年の日米の経済力を比
較してみました。粗鋼生産は日本６８５万トン、アメ
リカ６０７６万トン、自動車生産は日本３万６千台、ア
メリカ４４７万２千台。これだけ見ても、勝敗は自か
ら分かっていました。それなのに「無謀な」戦争を

なぜしたのでしょうか。国民の大多数はなぜそれを

支持し、真珠湾攻撃に歓喜したのでしょうか。第２
次世界大戦では世界で５千万人〜８千万人、中国１
千万人、日本３１０万人の戦死者を出しました。坂道
を転がりだしたら歯止めが効かなくなります。これ

が政治の恐ろしいところです。「満州事変に始まる

この戦争の歴史を十分に学び」という天皇陛下の新

年のお言葉どおり、歴史を学び教訓を得なければ、

この死者は浮かばれません。太平洋戦争開始から７４
年目の１２月８日を前に、改めて歴史から学ぶ決意を
します。それが真の供養でありましょう。

真庭市議会地域報告会が

美甘振興局で開かれまし

た。真庭市が今年度策定

した「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」などについ

て、議員と市民が意見を

交わしました。報告会は

 １６、１７日にも市内各地で
開かれました。

 １１／１１ 真庭の創生を市民と話し合う

 １１ Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

真庭市観光サポーターズ

倶楽部情報交換会が大阪

新阪急ホテルを会場に開

かれ、近畿圏の会員ら約

 １２０人が参加しました。真
庭産食材を使ったメニュ

ーが振る舞われるなど、

参加者は楽しいひととき

を過ごしました。

 １１／１６ 真庭の魅力を発信するために
岡
山
商
科
大
学
と
の
協
定

大
学
と
ま
ち
づ
く
り
で
協
力

市長と握手を交わす岡山商科大学の井尻昭夫学長

　
　

月
６
日
、
湯
原
温
泉
砂
湯
入
口
で
、

１１
真
庭
市
、
湯
原
観
光
協
会
、
湯
原
町
旅
館

協
同
組
合
と
岡
山
商
科
大
学
と
の
連
携
協

力
に
関
す
る
合
同
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
大
学
が
持
つ
社
会
学
分
野
に

つ
い
て
の
知
識
資
源
と
研
究
成
果
を
、
市

内
の
サ
ー
ビ
ス
系
企
業
な
ど
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
。
ま
た
、
多
く
の
学
生
が

真
庭
に
来
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

や
若
い
目
線
で
の
ア
イ
デ
ア
提
供
も
期
待

し
て
い
ま
す
。
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史
料
展
「
真
庭
地
域
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
が　

月
８
日
〜　

日

１１

２９

ま
で
、
北
房
振
興
局
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後　

年
の
節
目
に
、
真
庭

７０

地
域
と
戦
争
と
の
関
わ
り
を
た
ど
り
、
平
和
へ
の
思
い
を
深
め
る
た
め
に

開
催
。
展
示
さ
れ
た
史
料
は
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
か
ら
市
所
蔵

の
も
の
ま
で
約
１
０
０
点
。
遺
言
書
や
戦
地
で
使
用
し
た
服
や
靴
、
当
時

の
新
聞
・
写
真
な
ど
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
世
情
を
物
語
る
史
料
が
並

び
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
展
示
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後　

年
、歴
史
を
振
り
返
り

７０

平
和
の
尊
さ
伝
え
よ
う

原
爆
は
悲
惨
、核
兵
器
は
無
意
味
な
も
の

〜
昭
和　

年
８
月
９
日
の
被
爆
か
ら
〜

２０

　

世
界
的
な
反
核
の
流
れ
の
中
で
さ
え
も
、
核
兵
器
は
世
界
に
１

万
５
７
０
０
発
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
長
崎
が
観
光
都

市
と
し
て
復
興
し
た
今
も
な
お
、
い
つ
発
症
す
る
と
も
分
か
ら
な

い
後
遺
障
害
の
不
安
と
恐
怖
に
苦
し
め
ら
れ
、
差
別
や
精
神
的
に

苦
し
ん
で
い
る
被
爆
者
が
大
勢
い
ま
す
。

私
た
ち
は
微
力
だ
け
ど
、無
力
で
は
な
い

〜
世
代
や
国
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
〜

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
核

の
非
人
道
性
を
訴
え
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
戦
争
や
原
爆
の
愚
か
さ
を
知
る
こ
と
、
次
に
声
を
出
し
て

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
戦
争
体
験
は
共
有
で
き
な
い
け

れ
ど
、
非
核
・
平
和
へ
の
思
い
は
誰
で
も
共
有
で
き
る
は
ず
。

反核・平和の思いを伝える田上市長

　史料展の開催に合わせて

１１月８日、北房文化センタ
ーで真庭市人権講演会が開

催され、約３５０人が聴講に訪
れました。長崎市の田上富

久市長が、長崎市が行って

いる平和の取り組みなどを

紹介。「７０年前の長崎に何が
起こったかを知り、核兵器

の悲惨さや苦しみを後世に

伝え、平和な世の中になる

よう一歩ずつ歩んでいきま

しょう。真庭から平和を」

と呼びかけ、核兵器根絶の

必要性を訴えました。

真庭市人権講演会

「Ｐｅａｃｅ ｆｒｏｍ 真庭」

戦地に赴く父から家族へ宛てられた遺言書

職員による展示解説

軍服や日章旗に見入る来場者

御

題　

若

草

目

も

は

る

に

野

辺

の

若

草

　

も

ゆ

る

な

り

う

ま

し

　

此

国

い

く

さ

せ

ぬ

く

に

尾

崎

蘭

青

戦後間もない時期に真庭地

域の尾崎住一郎氏が詠んだ

もので、昭和２５年の宮中歌会
始（天皇が年始に催す歌会）

に選ばれた歌。



 １３Maniwa

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

 差  別 を 無 くすために
さ べつ な

 障 がいがある 人 への
しょう ひとお知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

障害者週間
しょう　　がい　　    しゃ　　しゅう　　 かん

１２月３日昭
〜９日昌

　

こ
の 
法  
律 
で
は
、 

主 
に 
次 
の
こ
と
を 
定 

ほ
う 

り
つ 

お
も 

つ
ぎ 

さ
だ

め
て
い
ま
す
。

① 
国 
の 
行  
政  
機  
関 
や 
地  
方  
公  
共  
団  
体 
な
ど

く
に 

ぎ
ょ
う 

せ
い 

き 

か
ん 

ち 

ほ
う 

こ
う 

き
ょ
う 

だ
ん 

た
い

と 
民  
間  
事  
業  
者 
に
よ
る
「 
障 
が
い
を 
理  
由 

み
ん 

か
ん 

じ 

ぎ
ょ
う 

し
ゃ 

し
ょ
う 

り 

ゆ
う

と
す
る 
差  
別 
」
を 
禁  
止 
す
る
こ
と
。

さ 

べ
つ 

き
ん 

し

② 
差  
別 

さ 

べ
つ

を 
解  
消 
す
る
た
め
の 
取 
り 
組 
み
に

か
い 

し
ょ
う 

と 

く

つ
い
て 
方  
針 
を 
示 
す
「 
基  
本  
方  
針 
」
を 
作 

ほ
う 

し
ん 

し
め 

き 

ほ
ん 

ほ
う 

し
ん 

さ
く

 
成 
す
る
こ
と
。

せ
い③ 

行  
政  
機  
関 

ぎ
ょ
う 

せ
い 

き 

か
ん

な
ど
ご
と
、 

分  
野 
ご
と
に

ぶ
ん 

や

 
障 

し
ょ
う

が
い
を 
理  
由 
と
す
る

り 

ゆ
う

 
差  
別 

さ 

べ
つ

の 
具  
体  
的  
内  
容 

ぐ 

た
い 

て
き 

な
い 

よ
う

な
ど
を 
示 

し
め

す
「 
対  
応  
要  
領 
」・「 
対  
応  
指  
針 
」

た
い 

お
う 

よ
う 

り
ょ
う 

た
い 

お
う 

し 

し
ん

を 
作  
成 
す
る
こ
と
。

さ
く 

せ
い

　

ま
た
、 相  
談 
・ 
紛  
争 
の 
防  
止 
な
ど
の
た
め

そ
う 

だ
ん 

ふ
ん 

そ
う 

ぼ
う 

し

の 
体  
制 
の 
整  
備 
、 

啓  
発  
活  
動 
な
ど
の

た
い 

せ
い 

せ
い 

び 

け
い 

は
つ 

か
つ 

ど
う

 
障 
が

し
ょ
う

い
を 
理  
由 
と
す
る 
差  
別 
を

り 

ゆ
う 

さ 

べ
つ

 
解  
消 
す
る
た
め

か
い 

し
ょ
う

の 
支  
援  
措  
置 
に
つ
い
て 
定 
め
て
い
ま
す
。

し 

え
ん 

そ 

ち 

さ
だ

   
障  
害  
者  
差  
別  
解  
消  
法 
の 
概  
要 

し
ょ
う 

が
い 

し
ゃ 

さ 

べ
つ 

か
い 

し
ょ
う 

ほ
う 

が
い 

よ
う

 
障  
害  
者  
差  
別  
解  
消  
法 

し
ょ
う 

が
い 

し
ゃ 

さ 

べ
つ 

か
い 

し
ょ
う 

ほ
う 

を
ご 
存  
じ
で
す
か

ぞ
ん

　
 
障  
害  
者  
差  
別  
解  
消  
法 
は
、

し
ょ
う 

が
い 

し
ゃ 

さ 

べ
つ 

か
い 

し
ょ
う 

ほ
う

 

障 
が
い

し
ょ
う

の
あ
る 
人 
へ
の

ひ
と

 
差  
別 
を
な
く
す
こ
と
で
、

さ 

べ
つ

 

障 
し
ょ
う

が
い
の
あ
る 
人 
も
な
い

ひ
と

 
人 

ひ
と

も 
共 
に 
生 
き
る 
社  
会 
を
つ
く
る
こ
と
を 
目  
指 
し
て
、 

平 

と
も 

い 

し
ゃ 

か
い 

め 

ざ 

へ
い

 
成 　
 
年  
４  
月  
１  
日 
か
ら 
施  
行 
さ
れ
ま
す
。 

詳 
し
く
は
お 
問 
い 
合 
わ
せ
く
だ
さ
い
。

せ
い 

ね
ん 

し 

が
つ 

つ
い 

た
ち 

し 

こ
う 

く
わ 

と 

あ

２８

 
　
 
健  
康  
福  
祉  
部  
福  
祉  
課 　
 
河  
本 　

℡（
７
４
２
）１
５
８
１

け
ん 

こ
う 

ふ
く 

し 

ぶ 

ふ
く 

し 

か 

こ
う 

も
と

 
障 
が
い
へ
の 
配  
慮 
の
ひ
と
つ
と
し

し
ょ
う 

は
い 

り
ょ

て
、 

漢  
字 
に
ル
ビ
（ 
読 
み 
仮
名 
）

か
ん 

じ 

よ 

が
な

を 
付 
け
て
い
ま
す

つ

 障 がいを 理  由 とする 差  別 とは
しょう り ゆう さ べつ

　 障 がいを 理  由 として、 正  当 な
しょう り ゆう せい とう

 理  由 
り ゆう

なく、サービスの 提  供 を 拒  否 
てい きょう きょ ひ

したり、 制  限 したり、 条  件 を 付 けたりするような 行  為 をいいます。
せい げん じょう けん つ こう い

　また、 障 がい
しょう

のある 人 から 何 らかの 配  慮 を 求 める 意  思 の 表  明 
ひと なん はい りょ もと い し ひょう めい

（※）があった 場  合 には、 負  担 になり 過 ぎない 範  囲 で、 社  会  的  障  壁 
ば あい ふ たん す はん い しゃ かい てき しょう へき

を 取 り 除 くために 必  要 で 合  理  的 な
と のぞ ひつ よう ごう り てき

 配  慮 
はい りょ

を 行 うことが 求 められま
おこな もと

す。こうした 配  慮 を
はい りょ

 行 わないことで、
おこな

 障 がいのある
しょう

 人 
ひと

の 権  利  利  益 
けん り り えき

が 侵  害 される
しん がい

 場  合 
ば あい

も、 差  別 に 当 たります。 
さ べつ あ

（※） 知  的  障  害 などにより 本  人  自 らの 意  思 を 表  明 することが 困  難 な
ち てき しょう がい ほん にん みずか い し ひょう めい こん なん

 場  合 
ば あい

には、その 家  族 などが
か ぞく

 本  人 
ほん にん

を 補  佐 して 意  思 の
ほ さ い し

 表  明 をすること
ひょう めい

もできます。

 社  会  的  障  壁 とは
しゃ かい てき しょう へき

　 障 がいのある
しょう

 人 
ひと

にとって、 日  常  生  活 や 社  会 
にち じょう せい かつ しゃ かい

 生  活 
せい かつ

を 送 る 上 で 障  壁 
おく うえ しょう へき

となるようなものを 指 します。
さ

・ 社  会 における 事  物 
しゃ かい じ ぶつ

（ 通  行 、 利  用 しにくい 施  設 、 設  備 など）
つう こう り よう し せつ せつ び

・ 制  度 （
せい ど

 利  用 
り よう

しにくい 制  度 など）
せい ど

・ 慣  行 （
かん こう

 障 がいのある
しょう

 人 
ひと

の 存  在 を 意  識 していない 慣  習 、 文  化 など）
そん ざい い しき かん しゅう ぶん か

・ 観  念 （
かん ねん

 障 がいのある
しょう

 人 
ひと

への 偏  見 など） などがあります

へん けん

 「 障  害  者  週  間 」は、 障 がいや 障 がい 者 への 理  解 を 深 めるとと
しょう がい しゃ しゅう かん しょう しょう しゃ りか い ふか

もに、 障 がい 者 の 社  会  参  加 への 意  欲 を 高 めることを 目  的 とし
しょう しゃ しゃ かい さん か い よく たか もく てき

た 週  間 です。 障 がいの 有  無 によって 分 け 隔 てられることなく、
しゅう かん しょう う む わ へだ

 人  格 と 個  性 を 尊  重 し 合 いながら 共  生 する 社  会 の 実  現 を 目  指 す
じん かく こ せい そん ちょう あ きょう せい しゃ かい じつ げん め ざ

ために、 障 がいの 特  性 や 必  要 な 配  慮 を 理  解 し 合 いましょう。
しょう とく せい ひつ よう はい りょ り かい あ

ここのか すいようび

じゅうにがつみっか もくようび



国民の利便性の向上 行政の効率化 公平・公正な社会の実現

社会保障関係の各種申

請で、書類の添付が減

ります。

行政手続きが、

早く正確にな

ります。

災害時の行政支

援にマイナンバ

ーを活用します。

適正・公平な

課税を実現し

ます。

年金などの社会

保障を確実に給

付します。

マイナンバー（個人番号）とは、どのようなものですか？

　マイナンバー制度においては、住民票がある全ての
人に対して、１人１番号のマイナンバーを住所地の市
町村長が指定します。原則として、一度指定されたマ
イナンバーは生涯変わりません。

マイナンバー制度のメリットは何ですか？

マイナンバーは、各機関が分散管理する個人情報をつ
なぐ役目を果たします。これによって行政機関の間で
情報をやり取りする情報連携が可能になる予定であ
り、下の３つのメリットをもたらします。

マイナンバー（個人番号）は、どこで必要なものですか？

　平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の行政
手続きにマイナンバーが必要になります。その中で
も、法律や市町村の条例で定められた事務に限って、
マイナンバーが利用されます。民間事業者でも、社会
保険、源泉徴収事務などの法律で定められた範囲に限
り、マイナンバーを取り扱います。

▶
提
示
例

事前の
書類取得の
必要なし !

情報を
窓口側で
照会

各機関で作業の無駄
が削減され、手続き
がスムーズに！

被災者台帳の作成など
により、迅速な行政支援
を実施します！

所得把握の正確性が
向上し、適正・公平な
課税につながります。

未払い・不正受給を
解決します。

健康保険
組合

市区町村

Maniwa １４※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

マイナンバーＱ＆Ａ

　

現
在
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
簡
易
書

留
郵
便
で
、
順
次
届
い
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

 
　

総
務
部
総
務
課　

道
下　

℡
（
７
４
２
）
１
１
５
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

マイナンバー
広報キャラクター

マイナちゃん



個人番号カードを持っている場合 個人番号カードを持っていない場合

身元確認と番号確認がカード１枚で
できます。

以下のもので、身元確認と番号確認をします。

〈身元確認〉
運転免許証、パスポートなど 通知カード、住民票（マイナンバー付）など

〈番号確認〉

平日9:30～22:00   土日祝9:30～17:30
（年末年始12月29日～１月３日を除く）

マイナンバー
総合フリーダイヤル 0120-95-0178

＋

個人番号
9876…マイナンバー（個人番号）は誰にでも提供していいものですか？

マイナンバー（個人番号）が流出した場合、全ての個人情報が他人に漏えいするのですか？

法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、他人に提供したりするこ
とはできません。他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由なく提供し
たりすると、処罰されることがありますので、取り扱いには十分に気をつけてくだ
さい。

マイナンバ－を記載した書類を提出する際、通知カ－ドなど番号が正しいことを確
認するための書類の提出も求められますが、通知カ－ドだけでは法律上義務付けら
れている本人確認は完了できません。そのため、運転免許証などの書類を用意する
必要があります。

個人番号カードの取得を希望する人は、通知カードと一緒に同封されている個人番号
カード交付申請書に写真を貼り付けて返信用封筒に入れて郵送してください。
詳しくは、同封されている説明書をご覧ください。

　マイナンバー制度では、個人情報が同じところで管理（一元化管理）されること
はありません。例えば、国税に関する情報は税務署に、児童手当や生活保護に関す
る情報は市役所になど、これまでどおり情報は分散して管理されます。
　また、行政機関の間で情報をやり取りする情報連携の際には、マイナンバーでは
なく、行政機関ごとに異なるコードを使いますので、例え１カ所での漏えいがあっ
たとしても、個人情報が芋づる式に抜き出せない仕組みとなっています。

マイナンバー（個人番号）に関する質問はどこに問い合わせればいいですか？

「マイナンバー総合フリーダイヤル」が開設
されています。「通知カード」「個人番号カー
ド」に関することや、その他のマイナンバー
制度に関する問い合わせにお答えします。

マイナンバー（個人番号）を提供する際、注意することがありますか？

号番号個個人
9876…

 １５Maniwa

あなたにもマイナンバー
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS



Maniwa １６※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

業務日程のお知らせ火葬場とクリーンセンター
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

ご確 認く だ さ い
年末年始の施設業務日程
　年末年始の火葬場の業務、各クリーンセンターのごみの受け入れ、家庭ごみの収集につ
いてお知らせします。     生活環境部環境課　本田・高橋　℡７-４２-１１１３

■火葬場（真庭・北部・美新）
　市内の火葬場は、１２月３１日昭まで業務を行い、平成２８年１月４日捷から業務を開始します。
１月１日晶〜１月３日掌まで休業します。ただし、火葬場の予約や死亡届は、市役所本庁舎お
よび各振興局で受け付けます。（午後５時１５分〜午前８時３０分までの受け付けは、市役所本庁舎
と蒜山振興局のみ）

■クリーンセンター（コスモス・まにわ・真庭北部）
　各クリーンセンターは、下記の日程表のとおりごみの受け

入れ、収集を行います。持ち込みごみの受入時間は午前９時
〜正午、午後１時〜４時３０分です。また、通常火曜日に収集
する地区については１２月２９日昇に燃えるごみに限り収集し
ます。平成２８年１月４日捷から通常業務となります。

◯クリーンセンター業務カレンダー

４１２／３０昌
〜１／３掌

１２／２９１２／２８１２／２７１２／２６
捷昇捷掌松

受け入れ休み受け入れ受け入れ休み休み

コスモスクリーンセンターご
み
の
持
ち
込
み

クリーンセンターまにわ

真庭北部クリーンセンター

通常収集休み

休み通常収集

休み休み

北房

コ
ス
モ
ス

家
庭
ご
み
の
収
集

木山・美川
西河内・市瀬・天津

落
合

燃えるごみ休み
河内・川東・津田
落合垂水・向津矢
西原・下見

休み通常収集月・木収集コース
久
世

ま
に
わ

燃えるごみ
生ごみ

休み火・金収集コース

休み通常収集月・木収集コース勝
山

燃えるごみ休み
火・金収集コース

美甘・湯原真
庭
北
部 休み通常収集蒜山

ル
ー
ル
を
守
っ 
て

ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う



 １７Maniwa

展示会と音楽祭を開催湯原で満喫しませんか
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

委託期間は来年度から ２ 年間ごみ収集事業者を募集
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
委
託
事
業
者
を
募
集

　

平
成　

年
４
月
か
ら
２
年
間
、
一
般
家
庭
ご
み
を
収
集
す
る
運
搬
委
託
事
業
者

２８

を
募
集
し
ま
す
。
受
託
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、　

月　

日
捷
ま
で
に
申
請
書
類

１２

２１

を
環
境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
  
　

生
活
環
境
部
環
境
課　

南
・
属
尾
・
藤
木　

℡（
７
４
２
）１
１
１
３

■
委
託
区
域

焔
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
管
内

陰
久
世
地
区
の
区
域

隠
勝
山
地
区
の
区
域

焔
真
庭
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
内

陰
美
甘
地
区
・
湯
原
地
区
・
蒜
山
地
区

お
よ
び
新
庄
村
の
区
域

焔
コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
内

陰
落
合
地
区
の
区
域

隠
北
房
地
区
の
区
域

■
応
募
要
件

真
庭
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人

■
提
出
書
類

・
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
、
真
庭
市
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
ほ
か
各
種
法

令
、
規
則
な
ど
で
定
め
る
書
類

・
申
請
書
な
ど
、
市
が
指
示
す
る
書
類

（
環
境
課
で
お
渡
し
し
ま
す
）

■
受
付
期
間

　

月
１
日
昇
〜　

月　

日
捷

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

■
受
託
事
業
者
の
決
定
に
つ
い
て

・
提
出
書
類
に
基
づ
き
資
格
審
査
を
行

っ
た
う
え
で
、
審
査
委
員
会
に
諮
り
、

指
名
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

・
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
受
託
事
業

者
を
決
定
し
ま
す
。

申請時期が来ました。手続きをお忘れなく

一般廃棄物収集運搬業許可申請の受付
　真庭市では、商店や事業所から出る事業系一般廃棄物
を収集運搬する「一般廃棄物収集運搬業」の許可業者の
受け付けを行います。更新する人や新たに申請する人は
環境課にお問い合わせください。

■許可対象年度：平成２８年度から２年間
■受付期間：平成２８年１月４日捷〜１月２２日晶
午後５時まで（必着）
■問い合わせ先：生活環境部環境課  ℡７-４２-１１１３

中村智道展覧会「スピリッツ零三」
美術家、映像作家の中村智道さんによる展覧会を開きます。独特

の感性から生み出される作品をぜひご覧ください。

■日時　１２月１２日松〜１２月２５日晶  １０：００〜１７：００
■会場　湯原温泉ミュージアム（入場無料）

※水曜日休館、１２月１９日松は演奏会準備のため
オープニングイベント  中村智道アニメーション上映会

孤高の天才  中村智道の世界
１２月１２日松は、世界各地で上映された、中村智道さんのアニメー
ション作品３作品を上映
■会場　湯原温泉ミュージアム　開場１８：００  上映１９：００
■料金　１，０００円　１４歳未満の鑑賞は不可

音楽祭  湯原音泉ＡＩＲ
坂本弘道、倉地久美夫、波多野敦子の３人の音楽家が集結
■日時　１２月１９日松  １９：３０〜
■会場　湯原温泉ミュージアム

■料金　前売２，５００円、当日２，８００円
問い合わせ先
湯原温泉ミュージアム
℡０８６７-６２-３４８５

湯原温泉AIRrtist esidencen

１２

１２

２１



Maniwa１８※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

受付は２月１日~２９日まで平成２８年度浄化槽整備お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

　

個
人
で
住
宅
に
設
置
す
る
浄
化
槽
に
対
し

て
市
が
工
事
費
の
一
部
と
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
要
件

・
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

等
の
整
備
計
画
が
な
い
区
域
お
よ
び
計
画
区

域
内
で
認
可
区
域
（
工
事
を
施
工
す
る
区
域
）

を
除
い
た
区
域

・
日
常
的
に
居
住
す
る
一
般
住
宅
お
よ
び
店

舗
併
用
住
宅
（
建
売
住
宅
を
除
く
）
に
設
置

す
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と

■
募
集
基
数　

１
０
０
基
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
こ
の
事
業
は
国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る

た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
金
額
に
よ
り
募

集
基
数
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
な
ど
の
整
備
計
画
が
な
い
区
域
の

事
業
所
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
浄

化
槽
に
対
し
て
も
工
事
費
の
一
部
と
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
要
件

・
事
業
所
、
ア
パ
ー
ト
の
し
尿
お
よ
び
生
活

雑
排
水
を
処
理
す
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と

■
募
集
基
数　
　

基
（
申
込
多
数
の
場
合
は

１０

抽
選
）

■
申
し
込
み
要
件

・
平
成　

年
３
月
末
ま
で
に
浄
化
槽
を
設
置

２９

し
、
使
用
開
始
が
で
き
る
こ
と

■
補
助
金
額　

浄
化
槽
の
大
き
さ
や
地
域
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
交
付
決
定
通
知
を
受
け
る
ま
で
は
、
合
併

浄
化
槽
の
本
体
工
事
に
は
着
手
し
な
い
で
く

だ
さ
い
（
事
前
に
着
手
し
て
い
る
も
の
は
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
設
置
し
た
浄
化
槽
は
、
い
ず
れ
も
設
置
者

の
管
理
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

・
下
水
道
課
、
各
振
興
局
に
申
し
込
み
書
類

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
申
し
込
み
書
の
様
式
が
あ
り
ま
す
）

　

真
庭
市
で
は
、個
人
な
ど
が
設
置
す
る
浄
化
槽
に
補
助
金
を
交
付
す

る「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」 で
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。平
成

　

年
度
に
浄
化
槽
の
設
置
を
考
え
て
い
る
人
は
、平
成　

年
２
月
１
日

２８

２８

〜　

日
ま
で
の
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。補
助
金
の
対
象
区
域
な

２９
ど
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

建
設
部
下
水
道
課　

山
乗
・
実
村　

℡（
７
４
２
）１
１
０
９

合
併
浄
化
槽

浄化槽補助金額一覧表 （平成 ２８ 年度）
○下水道計画区域（普通処理型浄化槽）

◆ 
一 
般
住
宅

◆
事
業
所
・
ア
パ
ー
ト

◆
共
通
事
項

※下水道計画区域では下水道などが整備されるため、事業所やアパートなどは補助対象になりません。また、下水道の整備
が終わっている区域や下水道計画区域のうち認可区域については一般住宅も対象になりません。

※補助対象となる高度処理型浄化槽は、窒素またはリンを除去する能力を有するもので、生物化学的酸素要求量が１ℓ当たり１０
㎎以下、総窒素濃度が１ℓ当たり１０㎎以下、および浮遊物質量が１ℓ当たり１０㎎以下の機能を有するもののことを言います。

○下水道計画のない区域（高度処理型浄化槽）

備考補助金額（非豪雪）補助金額（豪雪）浄化槽の大きさ

（豪雪対象地域）　
　美甘地区、湯原地区、中和地区、
　八束地区、川上地区 
（非豪雪対象地域）　
　北房地区、落合地区、久世地区、
　勝山地区

５７６，０００円６１６，０００円５人槽
６７４，０００円７２６，０００円７人槽
８６４，０００円９３５，０００円１０人槽
１，４３９，０００円１，５４５，０００円１１人槽〜

備考補助金額（非豪雪）浄化槽の大きさ

（非豪雪対象地域）　
　北房地区、落合地区、久世地区、勝山地区

３３２，０００円５人槽
４１４，０００円７人槽
５４８，０００円１０人槽
９３９，０００円１１人槽〜５０人槽

を
設
置

し
ま
せ
ん
か



 １９Maniwa

おおむね６０歳までの人が応募可能申し込みは１月６日昌までお知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

法律改正に伴う変更農業委員会からお知らせ
お知らせワ イ ド

INF O RMATION & NEWS

　真庭市では、業務量の増加や幅広い市民ニーズに対応するため、市役所や出先機関などで勤務

していただく、任期付職員を募集します。応募を希望する人は、真庭市任期付職員採用選考申込

書（写真貼付）に必要事項を記入し、総務課へ郵送または持参してください。詳しくはお問い合

わせください。     総務部総務課　℡７-４２-１１５０

農業委員の選出方法が変わります ！

任期付職員を募集します平成28年度
採用葛葛葛

※任期については、原則３年を超えない範囲内で定めています。また、待遇は一般職の地方公務員となりますので、任期の定めの
ない常勤職員と同様に地方公務員法の適用を受けます

■受付期間　１２月７日捷から平成２８年１月６日昌まで  ※郵送の場合、１月６日に到着したものまで有効
■試験日　　平成２８年１月１７日掌
■募集職種・採用予定人員など

募集要件業務内容採用人数募集職種

身体障害者手帳の交付を受け、自力で通勤でき、
介護者なしで仕事ができる人

市役所または関連施設などでの一般事務
および施設運営、受付など

１人事務員
（身体障がい者）

心身ともに健康で体力に自信がある人小中学校での学校用務、環境整備業務など６人校務員

心身ともに健康で調理の経験がある人

認定こども園または保育園での給食調理
業務および食材管理業務

１４人程度保育園調
理
員 小中学校または学校給食センターでの給

食調理業務
１５人程度学校給食

介護支援専門員・保健師・社会福祉士・経験の
ある看護師・３年以上経験のある社会福祉主事
資格等のいずれかを有する人、または平成28年3
月31日までに資格取得見込の人

介護予防ケアマネジメント、介護予防プ
ラン作成、高齢者の相談支援など

６人ケアマネジャー

看護師資格を有する人、または平成28年3月31日
までに資格取得見込みの人

認定こども園での乳児保育・健康管理業
務

２人看護師

栄養士資格を有する人、または平成28年3月31日
までに資格取得見込みの人

保育園での給食管理と相談業務など１人保育園栄
養
士 学校、給食センターでの給食管理業務など４人程度学校給食

保育士または幼稚園教諭資格を有する人、また
は平成28年3月31日までに資格取得見込みの人

認定こども園、保育園または幼稚園での
保育・幼児教育業務

３２人程度保育士・
幼稚園教諭

心身共に健康で、保健師資格を有する人、また
は平成28年3月31日までに資格取得見込みの人

保健衛生業務、介護予防業務など１人程度保健師

図書館司書資格を有する人で、パソコンの基本
操作ができる人

小中学校で図書の整理・登録事務作業な
ど

１人学校図書職員

　これまで農業委員会の委員は選挙などにより選出されていましたが、平成27年9

月4日に農業委員会等に関する法律が改正され、市町村長が市町村議会の同意を得

て、任命することになりました。これにより、農業委員会委員選挙人名簿の調整

は行われませんので、毎年12月中旬に送付していました『農業委員会委員選挙人

名簿登載申請書』の送付は行いませんのでご承知ください。

     農業委員会（産業観光部農業振興課内）　℡７-４２-１６７６



年 金相談
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放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
度

２８

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
な
ど
の
B
S
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。
入
学
を
希
望
す

る
人
は
、
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
出
願
期
限　

平
成　

年
３
月　

日
掌
（
必
着
）

２８

２０

■
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
６（
２
５
４
）９
２
４
０

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
、

２５

３１

市
町
村
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種

し
た
人
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら

か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
人
は
、
接
種
と
の
関
連

性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、
具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど

に
つ
い
て
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

℡
０
１
２
０（
１
４
９
）９
３
１

※
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は
、

こ
ち
ら
へ（
有
料
）

℡
０
３（
３
５
０
６
）９
４
１
１

　

蜜
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
養
蜂
業

者
だ
け
で
な
く
、
趣
味
の
範
囲
で

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人
も
「
蜜

蜂
飼
育
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

一
部
届
出
不
要
の
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
届
出
対
象　

原
則
、
蜜
蜂
を
飼

育
す
る
全
て
の
人

■
届
出
時
期　

毎
年
１
月　

日
３１

※
年
途
中
で
新
た
に
蜜
蜂
の
飼
育

を
始
め
た
場
合
は
、
随
時
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
す
る
事
項

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
飼
育

場
所
（
地
番
ま
で
）、
飼
育
予
定
蜂

群
数
な
ど

※
手
数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
美
作
県
民
局
真
庭
地
域
事

務
所
農
畜
産
物
生
産
課

℡
０
８
６
７（　

）７
５
６
４

４４

１２月の休日急患担当医

６日
煙近藤病院・勝山
　０８６７-４４-２６７１
煙杉江医院（内）・落合
　０８６７-５２-３４５６
 １３日
煙金田病院・落合
　０８６７-５２-１１９１
煙岸本医院（外）・久世
　０８６７-４２-０４９５
 ２０日
煙湯原温泉病院・湯原
　０８６７-６２-２２２１
煙金田病院（外）・落合
　０８６７-５２-１１９１
 ２３日
煙落合病院（内）・落合
　０８６７-５２-１１３３
煙金田病院（外）・落合
　０８６７-５２-１１９１
煙新庄村診療所（内）・新庄
　０８６７-５６-３２５５
 ２７日
煙勝山病院・勝山
　０８６７-４４-３１６１
煙本山医院（内）・落合
　０８６７-５２-１５５１
２９日
煙勝山病院・勝山
　０８６７-４４-３１６１
煙杉山医院（内）・久世
　０８６７-４２-５０１２
 ３０日
煙近藤病院・勝山
　０８６７-４４-２６７１
煙イケヤ医院（内）・久世
　０８６７-４２-０１２２
 ３１日
煙金田病院・落合
　０８６７-５２-１１９１
煙まつうら医院（内）・久世
　０８６７-４２-５６８６
　
１日
煙落合病院（内）・落合
　０８６７-５２-１１３３
煙近藤病院・勝山
　０８６７-４４-２６７１
２日
煙中山病院・久世
　０８６７-４２-０３７１
煙湯原温泉病院・湯原
　０８６７-６２-２２２１
３日
煙金田病院・落合
　０８６７-５２-１１９１
煙勝山病院・勝山
　０８６７-４４-３１６１

― １月―

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ０８６６エリアは６、０８６７エリアは７）

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
届

忘
れ
ず
提
出
を

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

予
防
接
種
後
に
受
診
し
た
人
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

ご 相談 ください

 １２月の年金相談日をお知らせ
します。相談内容を把握するた
め、前日までに予約をお願いし
ます。

※代理の場合は委任状が必要です。

■日時
１２月１０日昭、２４日昭 
１０：００〜１５：００
■場所　市役所本庁舎
■予約先　
津山年金事務所お客様相談室
℡０８６８-３１-２３６５
■問い合わせ先  市民課  村瀬
℡７-４２-１１１２

真庭市の 人 口

総　数  ４７，９１２人（-６５）
　男　  ２２，８４８人（-３７）
　女　  ２５，０６４人（-２８）
世帯数  １７，８８１世帯（２）
平成２７年１１月１日現在
（　）は前月との比較

市営住宅入居者募集

   都市住宅課  ℡７-４２-７７８１（または振興局住宅担当窓口）

公営住宅

募 集 期 間葛１２月１５日昇   午後５時まで
入居可能日葛１月下旬予定
※応募のなかった市営住宅は随時募集しています。
※詳しくは都市住宅課、または振興局住宅担当窓口
にお問い合わせください。

煙原方新住宅
　（勝山：Ｈ１８建築、２ＬＤＫ） １戸
　家賃２４，０００〜３５，７００円
煙緑が丘住宅
　（蒜山：Ｈ１０建築、３ＬＤＫ） １戸
　家賃２２，７００〜３３，９００円



 ２１Maniwa

　　
　

月
の
手
芸
教
室
は
、
来
年
の

１２
干
支
（
サ
ル
）
の
ち
ぎ
り
絵
を
作

り
ま
す
。
参
加
す
る
人
は
、
お
手

拭
、
目
打
ち
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
回
は
ち
ぎ
り
絵
制

作
の
後
、
手
作
り
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
さ
さ
や
か
な
お
茶
会
も
行
い
ま

す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一
緒
に

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
昭　

１２

１７

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
定
員　
　

人
２０

■
申
込
期
限　
　

月　

日
晶

１２

１１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡（
７
４
２
）１
１
６
１

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生

活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
悩
み
ご

と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
債

務
、
法
律
、
生
活
相
談
な
ど

※
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日　

月
・
水
・
金
曜
日

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
祝
祭
日

１０

は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

℡
０
８
６
８（　

）２
４
３
３

３５

　

真
庭
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
な

ど
を
始
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
安
心
し
て
相
談
や
血
液
検
査

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康

に
つ
い
て
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日

午
前
９
時
〜　

時
１１

■
場
所　

真
庭
保
健
所

■
内
容　

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
、

性
感
染
症
検
査
、
肝
炎
相
談
・
検

査
、
骨
髄
バ
ン
ク

■
利
用
方
法　

事
前
に
電
話
に
よ

る
予
約
制
（
匿
名
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
保
健
所
保
険
課
保
健
対
策
班

℡
０
８
６
７（　

）２
９
９
０

４４

　

聴
覚
障
が
い
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
要

約
筆
記
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
終
了
後
、
岡
山
県
で
行
わ
れ

る
次
の
過
程
の
講
座
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１６

１９

毎
週
土
曜
日
（
全　

回
）

１０

午
後
１
時
〜
４
時 

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
対
象　

要
約
筆
記
に
関
心
の
あ

る
初
心
者

■
定
員　
　

人
１５

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
・

用
品
代
と
し
て
、
４
千
円
を
初
回

に
集
金
し
ま
す
）

■
申
込
期
限　
　

月　

日
晶

１２

２５

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

中
島

℡（
７
４
２
）１
５
８
１

財産活用課
℡７-４２-１１７４入 札結結 

果果
●予定価格２５０万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

●平成２７年１０月２日 
・市道山田笹原線道路改良工事（建設課）

　㈱ホクセツテクノ…５，５５５，０００円 
・市道土井谷上線舗装修繕工事

　（落合振興局地域振興課）

　㈱富松組…４，９８０，０００円
・市道池尻槇の前線路肩修繕工事

　（落合振興局地域振興課）

　㈱金平工務店…２，９６５，０００円

●平成２７年１０月９日
・津黒高原荘薪ボイラー室新築工事

　（蒜山振興局地域振興課）

　県北外装㈱…２，６９５，０００円
・吉地区水路改修工事（農林土木課）

　㈱金平工務店…５，９０５，０００円
・六ケ水路改修工事（農林土木課）

　岡田土建㈱…２，８９４，０００円
・落合総合公園災害復旧設計調査業務

　（都市住宅課）

　㈱エイ ト日本技術開発中国支社…７，５００，０００円

●平成２７年１０月１６日
・蒜山下和簡易水道量水器等交換工事

　（蒜山振興局地域振興課）

　森田電器…４，８８５，０００円
・蒜山吉田簡易水道量水器等交換工事

　（蒜山振興局地域振興課）

　㈲志賀電気工事…３，１２４，０００円

●平成２７年１０月２０日
・中川橋車道橋橋梁修繕工事（建設課）

　松尾工業㈱…１６，８００，０００円
・市道保木佐原線道路改良工事（建設課）

　㈱柴田組…１２，７３１，０００円
・上ヶ市地区（２工区）管渠工事（下水道課）
　㈱平田建設…１１，７７３，０００円

●平成２７年１０月３０日
・市道金崎線舗装新設工事（建設課）

　㈱富松組…２，５００，０００円
・落合橋橋梁修繕工事（建設課）

　㈱荒木組…６，０００，０００円
・黒田消防機庫解体工事

　（美甘振興局地域振興課）

　㈱中山工務店…４，９１０，０００円
・玄澤水路（２工区）改修工事（農林土木課）
　㈱酒井工務店…５，４１５，０００円

掲載は、１０/２、９、１６、２０、３０日の入札実施分。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

悩
み
ご
と
無
料
相
談

 
一 
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

真
庭
保
健
所
健
康
相
談

秘
密
は
厳
守
し
ま
す

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集



　

新
年
を
迎
え
る
準
備
は
、
ど
こ

の
家
庭
で
も
忙
し
く
、
皆
で
手
分

け
を
し
て
昔
か
ら
の
し
き
た
り
通

り
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
家
の
玄

関
に
は
、
赤
い
実
の
付
い
た
ふ
く

ら
し
の
木
を
二
本
立
て
て
、
し
め

飾
り
を
し
て
あ
り
ま
し
た
。
使
い

川
に
あ
る
水
神
様
に
も
お
飾
り
が

あ
り
、
元
日
の
朝
一
番
に
若
水
を

く
む
準
備
が
し
て
あ
り
ま
す
。
年

末
に
つ
い
た
お
餅
の
お
飾
り
用
の

も
の
を
供
え
て
外
ま
わ
り
は
完
成

で
す
。
私
た
ち
子
ど
も
は
、
正
月

礼
と
い
う
名
目
で
仲
良
し
の
友
だ

ち
の
家
へ
泊
り
に
行
っ
て
、
か
る

た
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
し
て
遊
ぼ
う

と
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
古
き
良

き
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

一
年
の
汚
れ
を
掃
除
し
、
神
様

祭
り
を
し
て
、
夜
は
そ
ば
を
食
べ
、

そ
ば
切
り
と
い
っ
て
こ
の
一
年
に

区
切
り
を
つ
け
る
と
い
う
日
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
夜
は
わ
が

家
で
は
、
ミ
カ
ン
と
生
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
茶
の
間
で
紅
白
歌
合
戦

を
見
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

こ
う
し
て
書
い
て
い
る
と
、
夫
の

父
母
と
紅
白
歌
合
戦
を
見
な
が
ら

お
茶
を
飲
み
、
大
晦
日
の
夜
を
過

ご
し
た
昔
を
思
い
出
し
、
あ
の
頃

が
と
て
も
懐
か
し
い
で
す
。
除
夜

の
鐘
を
聞
く
と
と
も
に
古
年
か
ら

新
年
を
迎
え
る
と
い
う
、
最
も
忙

し
く
も
あ
り
、
最
も
大
事
な
一
日

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

今
月
の
テ
ー
マ

       
「 
大
晦
日
」

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

テーマは
 「 うるう年」です 。
うるう年にまつわる話、出
来事や思い出などについ
て、 ２００字程度でお寄せく
ださい。

川柳の兼題は
 「秘密」です。
お便りは、先月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
１月４日捷です。

１ 月号では、

 「 お餅」
 についてお便りを募集
しています。

（１２月１０日締め切り）

２月号 読者の広場

今 月は、
寄せられたお便り
５６通の中から
チ ョ イス

　

湯
原
温
泉
は
ん
ざ
き
小
町
の
半

崎
美
子
さ
ん
の
全
国
ツ
ア
ー
フ
ァ

イ
ナ
ル
の
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
我
々
と
東
京
在
住
の
湯
原
出

身
者
が
、
湯
原
温
泉
の
法
被
を
着

て
応
援
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
も
ア
ー

テ
イ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
湯
原
温
泉

の
法
被
を
着
て
「
は
ん
ざ
き
音
頭
」

で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
半

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」
以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読者の広場は皆さんか
ら寄せられたハガキな
どでつくるページです。

宇宙人のようなお芋が採れました!!

 「
大
晦
日
」

小
椋
蓉
子
さ
ん（
下
湯
原
）

 「
大
晦
日
」

門
野
順
子
さ
ん（
月
田
）

 「
半
崎
さ
ん
の
応
援
に
」

 
金
佐
通
彦
さ
ん（
禾
津
）

Maniwa ２２

▼

 PN  ｆｒｕｉｔ大好き

▼

 PN きこ

▼

 PN アールクトゥルス

崎
さ
ん
は
、
全
国
の
ス
テ
ー
ジ
で

「
は
ん
ざ
き
音
頭
」を
歌
う
と
き
は
、

必
ず
湯
原
温
泉
の
話
を
し
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
、
は
ん
ざ
き
小
町

就
任
の
効
果
絶
大
だ
な
と
感
じ
で

帰
り
ま
し
た
。
来
年
の
「
ゆ
ば
ら

音
泉
は
ん
ざ
き
ラ
イ
ブ
」
が
楽
し

み
で
す
概

　

保
育
園
の
畑
で
芋
掘
り
を
し
た

ら
、
ま
る
で
宇
宙
人
芋
の
よ
う
な

形
の
芋
を
発
見
。
子
ど
も
た
ち
は

大
歓
声
で
し
た
概

はんざき音頭を熱唱する半崎さん

 「
い
も
星
人
が
や
っ
て
き
た
」

 
北
房
中
央
保
育
園

▼

 PN 立川泰真



★対象★
発行月に１歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の１０日まで
★掲載内容★
陰お子さんの写真隠氏名（ふりが
な）韻性別吋生年月日右住所宇
応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒７１９-３２９２真庭市久世２９２７-２
ＴＥＬ７-４２-１１６３（ＦＡＸ１３５３）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

１歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の記
念に、お子さんの写真を
広報真庭に掲載しません
か。お送りいただければ
もれなく掲載します。持
参、郵送、メールいずれ
でも結構です。

 ２３Maniwa

 田  村   芽  彩  ちゃん
た むら め い

Ｈ２６．１２．１１ 生まれ（草加部）
◯ 応 祐樹・知子さん（両親）

 藤  本  ゆめ 香  ちゃん
ふじ もと か

Ｈ２６．１２．１０ 生まれ（江川）
◯ 応 美代子さん（祖母）

 古  谷   明  瑚  ちゃん
こ だに あ こ

Ｈ２６．１２．６ 生まれ（日名）
◯ 応 高一・今日子さん（両親）

 萬  代   蒼  央  くん
まん だい あ お

Ｈ２６．１２．２５ 生まれ（目木）
◯ 応 晋作・悦子さん（両親）

 中  西   悠  翔  くん
なか にし ゆう と

Ｈ２６．１２．２５ 生まれ（台金屋）
◯ 応 新治・三由紀さん（両親）

 細  川  千  陽  ちゃん
ほそ かわ ち あき

Ｈ２６．１２．１７ 生まれ（西原）
◯ 応 真吾・麻子さん（両親）

 原 　 稜  樹  くん
はら いつ き

Ｈ２６．１２．３０ 生まれ（上水田）
◯ 応 弘樹・祐子さん（両親）

 原 　 樹  生  くん
はら たつ き

Ｈ２６．１２．３０ 生まれ（上水田）
◯ 応 弘樹・祐子さん（両親）

 森  本   陽  香  ちゃん
もり もと はる か

Ｈ２６．１２．２７ 生まれ（下方）
◯ 応 喬・まどかさん（両親）

魅力ある
まち づ く りを応援
ふるさと納税として寄付金をいただ
きました。
交流定住推進課  ℡７-４２-１１７９

矢代　修司さん（北海道帯広市）
田中　友梨さん（埼玉県さいたま市）
鵜澤二美子さん（千葉県千葉市）
中沢志麻子さん（千葉県松戸市）
佐藤　史和さん（千葉県松戸市）
土屋　一延さん（東京都千代田区）
内野　佳高さん（東京都世田谷区）
山田　寛人さん（東京都港区）
山田　知生さん（東京都渋谷区）
鈴木　由子さん（東京都渋谷区）
谷元　昭文さん（東京都大田区）
西山　冬樹さん（東京都江戸川区）
榎原　知樹さん（東京都新宿区）
角川　典子さん（東京都中央区）
櫻井　裕之さん（東京都北区）
吉井　　智さん（東京都葛飾区）

三橋　祐子さん（東京都品川区）
古屋　信治さん（東京都三鷹市）
木原　宏匡さん（神奈川県横浜市）
本田　典之さん（神奈川県横浜市）
木原　宏匡さん（神奈川県横浜市）
生方　　文さん（神奈川県横浜市）
松崎　聖和さん（神奈川県横浜市）
森本　宏規さん（神奈川県横浜市）
野村　泰三さん（石川県金沢市）
野村　隆子さん（石川県金沢市）
工藤　重和さん（長野県佐久市）
村木　健一さん（静岡県浜松市）
岡村　　誠さん（静岡県島田市）
川崎　美絵さん（静岡県三島市）
織田　義憲さん（愛知県江南市）
鈴木　　修さん（愛知県名古屋市）
柴田　　力さん（愛知県日進市）
朝岡　慶一さん（愛知県西尾市）
宮田　　豊さん（滋賀県湖南市）
大本　陽子さん（京都府宇治市）
濱田善一郎さん（京都府久世郡久御山町）
楊　　大鵬さん（大阪府大阪市）
宮林　輝明さん（大阪府大阪市）
武輪　和男さん（大阪府大阪市）

内田　一道さん（大阪府大阪市）
松岡　晴美さん（大阪府大阪市）
徳山　愛子さん（大阪府大阪市）
湯本さゆりさん（大阪府東大阪市）
上田　宏則さん（大阪府吹田市）
黒川　義隆さん（大阪府高槻市）
井上　賢二さん（大阪府高槻市）
須摩　俊之さん（大阪府堺市）
安形比呂志さん（兵庫県神戸市）
金�　　章さん（兵庫県神戸市）
尾崎　　進さん（兵庫県神戸市）
三村　清高さん（兵庫県神戸市）
西　　　孝さん（兵庫県西宮市）
兼田　　守さん（和歌山県紀の川市）
小椋　章光さん（鳥取県倉吉市）
沖本　二郎さん（岡山県岡山市）
岡　　正人さん（岡山県倉敷市）
松原　広司さん（広島県広島市）
植村　　慎さん（香川県さぬき市）
白木　武範さん（福岡県福岡市）
楠元正一郎さん（福岡県福岡市）
田丸　　愛さん（宮崎県小林市）

ありがとうございました。
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まにわ本クラブ員が紹介まにわ本クラブ員が紹介

この本読んでみて!!

子
育
て
を
通
じ
て
地
域
に
感
謝

　
　

松
本　

恵
さ
ん（
禾
津
）

　

湯
原
い
き
い
き
ま
つ
り
で
「
い

き
い
き
人
」
と
し
て
子
育
て
に
熱

中
し
て
い
る
こ
と
や
感
謝
の
気
持

ち
を
発
表
し
ま
し
た
。
７
年
前
、

夫
の
仕
事
の
関
係
で
湯
原
に
引
っ

越
し
て
き
た
当
初
は
、
周
り
は
知

ら
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
子
育

て
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
地
域
の

人
に
支
え
ら
れ
て
子
育
て
が
で
き

ま
し
た
。
今
日
の
発
表
で
感
謝
の

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

三
浦
邸
の
催
し
を
来
年
も

　
　
　

�
熱
本
満
代
さ
ん
（
正
吉
）

　

椎
の
木
お
も
て
な
し
会
で
は
、

三
浦
邸
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
三
浦
邸
を
知
っ
て
も

ら
い
、
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と

餅
つ
き
と
庭
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
餅
つ
き
に
は
多
く

の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、
き
ね
と
臼

で
つ
く
餅
つ
き
に
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
。
力
い
っ
ぱ
い
杵
を
振

っ
て
い
ま
し
た
。
夜
は
中
庭
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
、
ぜ
ん
ざ
い
で
秋

の
ひ
と
と
き
を
の
ん
び
り
と
過
ご

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
来
年
も
、

こ
う
い
っ
た
催
し
を
開
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

 
注  
連  
山 
に
も
っ
と
親
し
ん
で

し 

め 

や
ま

　
　

池
田
昌
弘
さ
ん
（
落
合
垂
水
）

　

注
連
山
は
地
域
の
宝
。
昔
は
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
し
た
が
、

最
近
は
そ
の
姿
も
見
か
け
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
垂
水
向

津
矢
住
民
会
で
「
ま
に
わ
・
し
め

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

冒
険
ツ
ア
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
企
画

を
や
っ
て
い
ま
す
。
真
庭
高
校
の

皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
登
山
道
の

入
り
口
２
カ
所
に
看
板
を
設
置
。

せ
っ
か
く
な
ら
真
庭
ら
し
い
も
の

を
と
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
迫

力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
看
板
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
注
連
山
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

原発事故で、家、土地、

生活の全てを奪われた飯

館村の農家の主婦が、地

域や人々とのつながり、

作物の実りに勇気を得

て、「あきらめない」こと

の大切さを学んでいきま

す。自分にとって本当に

大事なものに出会って欲

しい、と語られています。

あきらめないことにしたの （久世図書館）
堀米　薫／新日本出版社

▼

 PN こう

▼

 上原亨太

▼

 PN メリクリ

   生涯学習課　真庭市久世２９２７-２
℡ ７-４２-１０９４　FAX ７-４２-１４１６
まにわ本クラブではクラブ員を募集
しています。本が好きな人ならどな
たでも大丈夫。読書の楽しさを一緒
に広めてみませんか？

まにわ本クラブ

まにわ本クラブ員が、おすすめの本を
紹介します。読みたい本は、最寄りの
図書館・図書室に送ってもらうことも
できます。

今月の紹介者　

まにわ本クラブ員
馬野 展子さん（開田）

私のおすすめの
２冊を紹介します

葛

ｏｎｅ ワン （久世図書館）
キャサリン・オートシ　　

訳：乙武洋匡／講談社

１人ひとりは色とりど
りの存在。その“違い”が
「対立」や「優劣」を生

むことがあります。一人

の姿が多くの人に勇気

を与える。そうありたい

と思わせてくれる、大人

にも読んで欲しい絵本です。続編の「ＺＥＲＯ

ゼロ」もおすすめです。
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響く歌声！こぼれる笑顔！ (１０/２９)
ソプラノ歌手の沢崎恵美さん、テノール歌手の村上敏明さん、ピアニスト 
の瀧田亮子さんが上水田小学校を訪れ、子どもたちに素敵な歌声を披露。
子どもたちも一緒に楽しく歌いました。

川 柳   「泡」
フ
ラ
イ
パ
ン
泡
が
は
じ
け
る
い
い
時
間　
　

横
山
と
も
子　

久
世

し
ゃ
ぼ
ん
玉
泡
に
ま
み
れ
て
孫
遊
ぶ　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

後
期
で
も
独
り
楽
し
む
発
泡
酒　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

夢
で
よ
い
泡
泡
風
呂
で
の
ん
び
り
と　
　
　

君
影
草　
　
　

組

泡
た
て
て
出
来
な
い
母
の
髪
洗
う　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

泡
吹
い
て
カ
ニ
が
何
か
を
主
張
す
る　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

洗
顔
に
泡
立
つ
ク
リ
ー
ム
コ
ラ
ー
ゲ
ン　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

泡
が
立
ち
コ
ッ
プ
七
分
の
ビ
ー
ル
飲
み　
　

小
谷
三
千
子　

別
所

栄
転
に
ビ
ー
ル
の
泡
も
盛
り
上
り　
　
　
　

牧　

俊
隆　
　

西
原

泡
を
ふ
く
金
魚
は
何
が
不
足
か
な　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

ラ
イ
バ
ル
に
一
泡
吹
か
せ
る
策
を
練
る　
　

樋
口
重
雄　
　

見
尾

ラ
イ
バ
ル
に
泡
を
ふ
か
せ
て
ほ
く
そ
笑
み　

悠
　々
　
　
　

上
水
田

一
杯
目
男
が
う
な
る
口
の
泡　
　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

シ
ャ
ン
プ
ー
の
泡
も
侘
し
い
禿
頭　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

旅
の
宿
泡
の
湯
舟
で
持
て
な
さ
れ　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

渦
の
中
泡
の
一
つ
に
な
っ
て
み
る　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

仕
舞
風
呂
心
ゆ
る
し
て
泡
の
中　
　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

選：勝山川柳会　原　健裕さん

２月号の兼題は「秘密」

〈
軸
吟
〉
高
ら
か
な
ラ
ッ
パ
お
風
呂
の
泡
と
消
え　
　

健
裕

今
月
の1 枚

▼

 PN つ ぅ

真庭市栄養改善協議会の提供です

今月のレシピ
提供は

石坂宏美さん
（蒜山支部）

 材料 （約１２ 人分）

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー１００ ｋｃａｌ    たんぱく質 ４ . １ｇ  
　脂質 ４. ９ｇ　炭水化物 ９. ５ｇ  
　カルシウム １ １６ 取　食塩相当量 ０. ３ｇ

①◯ B   をよく混ぜておく。プロセスチーズを
５㎜角に切っておく。

②ボールに◯  A  を混ぜ、Ｂを加え混ぜる。チ
ーズ、黒ごまも混ぜる。

③フッ素加工の卵焼き器を中火にかけ、サ
ラダ油をひき、②の生地の半量を流し入
れ、広げる。（フライパン、ホットプレー
ト（１７０℃）を使ってもよい）

④表面にプツプツ穴があいてきたら裏返し、
フタをして、さらに２〜３分焼く。

⑤あら熱が取れたら、幅２㎝ のスティック
状に切る。

注意：火加減に注意しましょう。

　　・米粉１００ｇ　・砂糖　大さじ２
　　・ベーキングパウダー　小さじ１
　　・卵１個
　　・牛乳２００㎖
・プロセスチーズ１００ｇ
・黒いりごま　大さじ４　サラダ油　適量

兼
牽
験

 
◯ A

米粉で作るもっちりケーキです。チーズと牛
乳が入ってカルシウムがたっぷり、冷めても
柔らかいです。

チーズ＆ごまスティック

兼
牽
験

  
◯ B 
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■平成２７年度真庭市障害者福祉展
　１１月２７〜２９日　勝山文化センター
■湯原温泉ｄｅ肉コン！
　１１月２９日　湯原温泉ミュージアム
■第１回ほくぼう玉入れ交流大会
　１１月２９日　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター
■第２５回神庭の滝駅伝競走大会
　１２月１３日　勝山スポーツセンター出発

■エスパスクリスマスコンサート
　〜ピアノ連弾とオルゴールの世界〜
　１２月１３日　久世エスパス
■真庭市文化連盟主催文化講演会「狂言」
　１２月２０日　勝山文化センター
■エスパス第九演奏会
　１２月２３日　久世エスパス
■宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
　１月１０日　久世エスパス

※「冠事業」とは、１０周年記念事業である旨を名称に冠して行う事業のことです。
　（終了した事業も一部掲載しています）

　
　

月
４
日
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

１２
ど
自
慢
」
が
白
梅
総
合
体

育
館
で
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

真
庭
市
内
で
の
開
催
は　
１３

年
ぶ
り
。
生
放
送
の
本
番

に
は
、
前
日
の
予
選
会
を

通
過
し
た　

組
が
出
場

２０

し
、
全
国
の
お
茶
の
間
に

自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
抽
選

で
選
ば
れ
た
約
千
百
人
が

市
内
外
か
ら
来
場
し
、
出

場
す
る
家
族
を
応
援
す
る

な
ど
し
て
、
テ
レ
ビ
収
録

現
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
　

月
４
日
、
中
国
勝
山

１２
駅
前
で
「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ

ア
ー
真
庭
」
の
出
発
式
が

行
わ
れ
、
関
係
者
８
人
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た
。
初
の
ツ
ア
ー
客
と

な
っ
た
の
は
、
松
江
市
近

隣
の
経
営
者
ら
で
つ
く
る

異
業
種
交
流
団
体
「
松
江

市
工
業
経
営
研
究
会
」
の

メ
ン
バ
ー
９
人
。
温
水
プ

ー
ル
や
、
木
材
か
ら
自
動

車
燃
料
を
つ
く
る
実
験
プ

ラ
ン
ト
な
ど
五
カ
所
を
見

学
し
ま
し
た
。

 
平
成　

年

自
慢
の
歌
声
を
披
露

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
真
庭
か
ら
全
国
へ

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー

真
庭
ス
タ
ー
ト　
!!

 
平
成　

年

 
平
成　

年

行
政
事
務
を
集
約

蒜
山
振
興
局
が
完
成

テープカットを行う関係者

　
　

月
３
日
、
国
道
４
８

１２
２
号
沿
い
に
建
設
、
整
備

を
進
め
て
い
た
蒜
山
振
興

局
の
開
庁
式
と
川
上
出
張

所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
市
職
員　
４４

人
が
出
席
。
玄
関
に
記
さ

れ
た
庁
舎
名
板
を
除
幕

し
、
開
庁
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
蒜
山
地
域

の
行
政
事
務
全
体
が
振
興

局
中
心
の
組
織
に
再
編
さ

れ
ま
し
た
。

人気番組の雰囲気を堪能

名板を除幕し開庁を祝う職員ら

２３

１８１９

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画
（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

あ
の 
日 
あ
の
と
き     
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。
あ
の
年
の

　

月
の
出
来
事
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。１2

１０

１２

１０

市制施行
１０周年記念冠冠冠冠冠冠事事事事事事冠事業業業業業業業  ご紹介

　
　

月　

日
、「
大
谷
・
定

１２

１４

古
墳
群
」
が
同
年
３
月
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
に
、
北
房
地
域

で
記
念
行
事
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
谷
一
号
古
墳
前

広
場
で
は
、
国
指
定
を
示

す
標
柱
の
除
幕
式
に
は
、

地
元
住
民
や
市
関
係
者
ら

約　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

５０
ま
た
、記
念
式
典
は
、北
房

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

約
３
０
０
人
が
参
加
。
定

古
墳
群
の
発
掘
を
手
掛
け

て
き
た
岡
山
大
学
新
納
泉

教
授
の
講
演
会
が
行
わ

れ
、
発
掘
調
査
時
の
様
子

を
交
え
、
古
墳
群
の
価
値

を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

 
平
成　

年

大
谷
・
定
古
墳
群

国
史
跡
指
定
を
祝
う

２０

大谷・定古墳群の大谷１号墳



11／8

11／3

10／25

10／25

10／11

11／15

ふるさと勝山
もみじまつり

おちあい
元気フェスタ

北房コスモス
まつり

作州くせ2015
ぼっこう祭

美甘ふるさとまつり

中和紅葉祭

真
庭
の
秋
2015

徳山神社 八束保健センター 砂湯
　
　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
、

１０

１１

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
や
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真

を
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

銀沫やシイタケなどの特産品を販売。ＹＯＳＡＫＯＩソーラン踊りでは
９団体が勇ましく乱舞しました。 （勝山文化センター）

園児や団体がステージを盛
り上げ、特産のヒメノモチ
を使った餅つきに来場者も
参加。ふるさとの秋を楽し
んでいました。

（クリエイト菅谷）

ひるぜん大根など新鮮野菜
の販売やマジックショーな
どでにぎわいました。会場
では文化団体の作品展示も
行われました。

（中和出張所一帯）

揺れるコスモスを見ながら
のウォーキング、会場には
多くの飲食コーナーが並
び、家族連れらは舌鼓を打
っていました。

（コスモス広場一帯）

真庭高校の書道パフォーマ
ンスで開始。飲食コーナー
やスポーツ団体などの特色
のあるブースが出展され、
笑顔で触れ合いました。

（落合総合公園内）

旬の味が並び、ステージで
は地元保育園児など各種団
体が出演。軽トラ朝市の出
店団体も集合し盛大に行わ
れました。

（久世エスパス土広場）



Maniwa ２８

■Ｊａｐａｎ Ｗｉｎｅ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ２０１５　７/２８〜３０　東京都
金賞「山葡萄［ロゼ］」

入賞「山葡萄［赤］」

入賞「ひるぜん赤」

入賞「ピオーネ［氷結］」

滑ひるぜんワイン㈲（本守一生工場長）

■第６２回全国高等学校剣道大会
　８/３〜６　和歌山県
　■同大会予選　６/６〜７　倉敷市　優勝
　　興譲館高等学校-竹井夏希（勝山）

■第２０回全日本高校・大学生書道展　
　８/１８〜２３　大阪府　漢字部門　大賞
　　　　　　　　　山下さくら（月田）葛
■平成２７年度救急功労者表彰　

９/９　東京都　消防庁長官表彰
滑原　克之（久見）

■第１０回全日本都道府県対抗少年剣道優
　勝大会　９/２０　大阪府　３位
　　　　　　　　　　飯村逸平（多田）葛
■第７０回国民体育大会（馬術成年男子）

１０/１〜５ 　和歌山県　３位
■同大会中国ブロック馬術競技　優勝

　７/３〜５　真庭市
滑原田喜市（蒜山上福田）

■改組　新第２回日展　１０/１８　東京都　第五科「書」
　写真左から：

　特選　

　寺坂昌三（久世）

　入選　

　沼本游香（勝山）

■第６６回日本学校農業クラブ全国大会
　１０/２１〜２２　群馬県
■第３５回日本学校農業クラブ
　中国ブロック連盟大会

　８/１１　岡山市　最優秀賞
滑真庭高校農業クラブ

■Ｕ-１５なでしこアカデミーカップ２０１５　
　１０/２４〜２５　静岡県　３位
　■同大会予選　

　　４/２５〜１０/１２　西日本各地　２位
　　　　　　　　　山上ひとみ（久世）葛

■第１５回全国障害者スポーツ大会「紀の国わかやま大会」
　１０/２４〜２６　和歌山県　優勝
■第１５回岡山県障害者スポーツ大会　
４/２９　岡山市　
滑宮本恵介（美甘）

■第６３回全日本学生剣道優勝大会
　１０/２５　東京都
　■同大会予選　９/２７  大阪府  ベスト８
　　　　　　　　　大月優一郎（本郷）葛
■ＦＩＮＡスイミングワールドカップ２０１５

東京大会

１０/２７〜２９　東京都
　■第３８回関東学生登記公認記録会　
　３/１５　神奈川県　１位
滑赤木彩乃（勝山）

■プライドジャパン甲子園大会２０１５　１１/３〜４ 　兵庫県
　■同大会中国・四国・九州

　　代表決定戦  １０/４  福岡県
　　　　　　　蒜山クラブ葛

■ＡＦＣＵ-１６女子選手権大会中
　国２０１５　１１/４〜１５　中国

■日本サッカー協会より召集

　日ノ本学園高等学校-

滑金平莉紗（大庭）

■平成２７年度伝統工芸品産業大会　
　１１/５　富山県　若手奨励部門　奨励賞 
　　　　　　　高月国光（蒜山下徳山）葛
■第３４回全日本女子学生剣道優勝大会　１１/８　愛知県

■第４２回中四国女子学生剣道優勝大会
　９/６　岡山市　２位
滑山下はる香（久世）

■第８回ＪＫＪＯ全日本ジュニア空手道選手権大会
　１１/１４〜１５　東京都　
　■第１７回ジャパンカップ・ジュニア空
　　手道選手権大会  ３/ ８   神奈川県  ２位
　　　　　　　　　　高田麻帆（田原）葛

  上を目指して（中国大会や県大会など）

■オカヤマアワード２０１５　９/１４　岡山市　
　観光・宿泊施設部門賞　

　池田博昭（湯原温泉）（有限会社トラベルシリウス）

■平成２７年度岡山県保健福祉功労者表彰　１０/８　岡山市
　知事表彰：森本笑子（落合垂水）、西田武義（種）、

　　　　　　組福寿会

　部長表彰：森脇逸子（久世）、杉　澤子（仲間）

　　　　　　親和会老人クラブ

■第４８回中国５県軟式野球大会（２部）
　１０/２４〜２５　山口市　レッドウィングス
■厳誠流空手道厳誠塾第９回西日本ジュニア大会
　１１/１　新見市　藤本煌生（下中津井）
■福武文化奨励賞　１１/５　岡山市　高本敦基（勝山）
■岡山県手をつなぐ育成会会長表彰　１１/８　岡山市
　真庭市知的障害者相談員　妹尾宗夫（下河内）

■平成２７年岡山県度青少年健全育成功労者知事表彰
　１１/１２　岡山市　小出一博（栗原）、近藤雄治（勝山）



秋の叙勲、危険業務従事者叙
勲、高齢者叙勲、秋の褒章を
受けられた方をご紹介します。
おめでとうございます。

 ２９ Maniwa

　昭和２３年に落合中学校赴
任以来、昭和６３年の美川小
学校退職まで教育一筋に歩
まれました。津山教育事務
所管理職として小中学校職
員などへの指導や、同和教
育など地域教育の振興に尽
力されました。

元美川小学校校長

福井純平さん（鹿田）瑞宝双光章

　昭和５４年に落合町消防団
に入団以来３３年間、副団長
などを歴任し、地域住民の
火災予防意識の高揚に尽力
されました。地域の保育園
児や小学生と、消防団の夜
警に合わせ夜回り啓発など
に取り組まれました。

元真庭市消防団副団長

飛峪信介さん（栗原）瑞宝単光章

高齢者叙勲

　農村女性の６次産業化に
よる起業活動をけん引され
ました。平成１７年に真庭市
農業委員に選出、平成２４年
から「おかやま女性農業委
員の会」を設立され、初代
会長として精力的に活動さ
れました。

農林業

大石清子さん（月田）黄綬褒章
秋の褒章

　昭和５１年に中和村消防団
に入団以来３１年間、団長な
どを歴任し、団員の資質向
上に尽力されました。地域
の消防力の充実強化のた
め、消防ポンプ車などの導
入や防火水槽の増設など力
を注がれました。

元真庭市中和消防団団長

津村幸男さん（蒜山別所）瑞宝単光章

　昭和６１年から落合町長と
して５期務められました。
「ふるさとが人を作り、人が
ふるさとを作る」という事
を信念に、住民の意見を真
摯に聞き、苦労されながら
も周辺８町村との合併に尽
力されました。

元落合町長

択　騏一郎さん（鹿田）旭日小綬章

　昭和４０年に久世町消防団
に入団以来３４年間、副団長
などを歴任し、消防団活動
に尽力されました。火災予
防の重要性と初期消火の大
切さを説き、各戸へ消火器
の設置や使用訓練などに取
り組まれました。

元久世町消防団副団長

竹林貞行さん（台金屋）瑞宝単光章

秋の叙勲

　昭和４１年に旧美甘村消防
団に入団、４８年に真庭消防
組合へ入署されました。地
域住民に防火・防災意識の
啓発を図るため、地域や学
校などを対象に訓練を行う
など、地域のために力を注
がれました。

元真庭消防署副所長

吉川隆志さん（美甘）瑞宝単光章

　昭和４２年に善通寺駐屯地
へ入隊、日本原駐屯地勤務
まで３５年間務められまし
た。阪神淡路大震災での支
援活動をはじめ、全国各地
で山火事、水害など２３回の
災害派遣を経験されるなど
活躍されました。

元日本原駐屯地基通

曽利英五さん（上水田）瑞宝単光章

　昭和３９年に岡山県警察に
入署以来、岡山市、倉敷市
など主に県南を中心に４１年
間務められました。交通、
刑事、生活安全の３つの部
門で活躍され、県民の安全
安心のために日々尽力され
ました。

元岡山県警部

小椋　一さん（蒜山西茅部）瑞宝双光章
危険業務従事者叙勲

故人に叙位・叙勲
●正六位
　久保　弘さん（宮地）　９０歳
　元北房中学校校長（平成２７年８月１２日逝去）
●瑞宝単光章
　久保田泰久さん（蒜山下徳山）　８１歳
　元川上村消防団副団長（平成２７年８月２８日逝去）



　
　

月　

日
、
岡
に
あ
る
三
浦
邸
で
餅
つ
き
と
ラ

１１

１４

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
椎
の
木
お
も
て

な
し
会
が
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
人
た
ち
に
三
浦

邸
を
知
っ
て
も
ら
い
、
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と

開
催
。
真
庭
市
内
の
親
子
連
れ　

人
が
参
加
し
ま

４０

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
重
い
き
ね
を
力
い
っ
ぱ
い

振
り
上
げ
て
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
が
美
し
く
照
ら
さ
れ
た
庭
を
眺
め
な
が
ら
、
秋

の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

深まる秋の催しを楽し深まる秋の催しを楽しむむ
　三浦邸 子ども餅つき大会・ライトアッ三浦邸  子ども餅つき大会・ライトアッププ

Maniwa ３０

旭
川
の
川
の
状
況
を
調
査

勝
山
か
い
ぼ
り
調
査

旭川の生き物を捕まえる参加者

　
　

月　

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
近
く

１０

２５

の
旭
川
で
、
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
て
生

き
物
を
調
べ
る
か
い
ぼ
り
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
川
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
環

境
保
全
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
。

市
内
や
岡
山
市
、
総
社
市
な
ど
か
ら
１
１

６
人
が
参
加
し
、
川
に
入
っ
て
生
き
物
を

捕
ま
え
ま
し
た
。
こ
の
日
捕
ま
え
た
の
は

水
に
す
む
昆
虫
が　

種
類
、
魚
が　

種
類

１７

１９

で
、
中
に
は
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
や
ナ
ガ
レ
ド

ジ
ョ
ウ
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
い
っ

た
希
少
な
生
き
物
も
い
ま
し
た
。

森
の
舞
台
が
完
成

ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り

　
　

月
７
日
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

１１
の
里
で
第　

回
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り
が
行

１５

わ
れ
ま
し
た
。
活
動
に
は
、
㈱
ト
ン
ボ
の

社
員
や
市
民
な
ど
約　

人
が
参
加
。
午
前

７０

中
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
森
林
整

備
、
午
後
か
ら
は
「
森
の
舞
台
」
の
お
披

露
目
と
し
て
、
勝
山
在
住
の
小
谷
野
哲
郎

さ
ん
・
智
恵
さ
ん
夫
婦
に
よ
る
「
バ
リ
舞

踊
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
森
の
舞
台
は

高
さ
十
数
メ
ー
ト
ル
の
コ
ナ
ラ
が
ド
ー
ム

状
に
覆
う
場
所
に
、
今
年
度
の
森
づ
く
り

参
加
者
で
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

森の舞台で披露されたバリ舞踊

ライトアップされた庭園を眺めてぜんざいを楽しむ来場者

協力隊の岩本さんの手伝いで
餅つきに挑戦する子ども

つきたてのお餅は良く伸びます



まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

出
雲
街
道
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
が　

月　
１１

１５

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
内
外
か
ら

参
加
し
た
約　

人
は
沿
道
の
史
跡
を
訪
ね

５０

歩
き
な
が
ら
、
目
木
や
久
世
、
大
庭
な
ど

の
地
域
約
９
熟
を
散
策
。
道
中
で
は
神
社

や
庄
屋
屋
敷
、
道
し
る
べ
な
ど
を
見
学
し
、

ガ
イ
ド
の
出
雲
街
道
勝
山
宿
の
会
の
メ
ン

バ
ー
が
歴
史
を
解
説
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し
た

り
、
道
沿
い
に
咲
い
た
サ
ザ
ン
カ
の
花
を

愛
で
た
り
し
な
が
ら
晩
秋
の
街
道
歩
き
を

満
喫
し
ま
し
た
。

史跡を巡りながら街道歩きを満喫する参加者

歴
史
と
文
化
を
再
発
見

出
雲
街
道
歩
き
会

　
　

月　

日
、
久
世
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

１１

１９

風
曜
日
で
、
真
庭
高
校
久
世
校
地
の
食
品

科
学
科
の
生
徒
が
１
日
限
定
カ
フ
ェ
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
校
の
商
店
街
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
２
弾
で
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
試
作
を
重
ね
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
『
山

の
贈
り
も
の
プ
レ
ー
ト
』
を
考
案
。
イ
ノ

シ
シ
肉
と
イ
ノ
シ
シ
醤
油
を
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
グ
が
メ
イ
ン
で
、
用
意
し
た　

食
が

３０

完
売
。
訪
れ
た
招
待
客
は
手
作
り
の
味
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
に
舌
鼓

ポ
ン
テ
リ
カ
ま
に
こ 
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

丁寧にプレートを運ぶホール係の生徒

 ３１ Maniwa

活動拠点を真庭に

真庭バイオケミカル株式会

社が活動拠点を勝山の真庭

バイオマスラボに設けるこ

とになり、開所式が行われ

ました。神事では出席者が

玉串を捧げるなどして、真

庭バイオケミカルの今後の

発展を祈りました。

１０/３１

いきいき人が集う

健康で安心して暮らせる地

域づくりを目指したイベン

ト、湯原いきいきまつりが

文化祭と合わせて開かれま

した。今回初めて、３人が
『いきいき人』として趣味や

子育てなど、熱中している

ことを発表しました。

１１/１

地元食材でおもてなし

地元食材を使った料理でも

てなす一日農村レストラン

が、佐引にあるくるみの館

に開店しました。地域活性

化と交流が目的。真庭市内

外から訪れた約５０人は地元
産の豆腐やこんにゃく料理

を堪能しました。

１１/３

今年も力作がずら り

第１７回勝山いいとこ見つけ
た絵画展が、１１月１８日まで
勝山文化センターで開かれ

ました。市内外から寄せら

れた水彩、油彩、水墨、日本

画といった計４９点を展示。
訪れた人たちは、作品の

数々に見入っていました。

１１/１２

地域の宝の道しるべ

まにわ・しめ山プロジェク

トと真庭高校の生徒が、共

同で制作した「しめ山の登

山口の案内看板」を設置しま

した。看板はＣＬＴを使用。

しめ山のアピールと登山口

を分かりやすくするために

作られました。

１１/１６



真庭の冬のレジャー
情報が満載！
このパンフレットを持参すると、ス
キー場や温泉施設などで各種割
引が受けられます。雪遊びスポット
やイベント情報が盛りだくさん! 真
庭観光連盟のホームページから
ダウンロードすることもできます。

蒜山スキー場開き
は12月19日㈯

が盛りだくくさん! 真
ホームペーージから
ることもでききます。

検索まにわへいこう

Maniwa ３２
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先
日
、
息
子
と
二
人
で
、
蒜
山
ま
で

紅
葉
を
撮
り
に
行
き
ま
し
た
。
二
人
で

一
緒
に
撮
ろ
う
と
考
え
、
息
子
に
は
、

デ
ジ
カ
メ
を
貸
し
ま
し
た
。
最
初
の
数

枚
は
、
被
写
体
に
向
か
っ
て
撮
影
し
て

い
た
息
子
。
だ
ん
だ
ん
飽
き
て
き
た
の

か
、
写
真
も
撮
ら
ず
に
僕
の
邪
魔
ば
か

り
し
て
き
ま
す
。
無
理
や
り
写
り
こ
も

う
と
し
た
り
と
、
も
う
大
変
。
帰
っ
て

息
子
の
撮
っ
た
写
真
を
見
る
と
、
僕
の

お
し
り
が
写
っ
て
ま
し
た
。 

横
山

　

今
月
号
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

取
材
で
燻
製
小
屋
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
聞
く
と
、
ご
近
所
さ
ん
に

協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
昼
夜
を
問

わ
ず
１
時
間
お
き
に
火
の
様
子
を
見
て

い
る
ん
だ
と
か
。
も
の
を
作
る
っ
て
、

つ
く
づ
く
大
変
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
い
ぶ
し
終
わ
っ
た
ひ
る
ぜ
ん
大
根

は
「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
、
来
年
の
雪
恋
ま
つ
り
に
も
登
場

す
る
そ
う
で
す
よ
。
楽
し
み
。 

江
崎

真庭市制施行１０周年記念
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